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衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也
君
提
出
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

利
根
川
水
系
に
係
る
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
河
川
整
備
基
本
方
針
（
以
下
「
河
川
整
備
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
及
び
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
河

川
整
備
計
画
（
以
下
「
河
川
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
策
定
に
必
要
な
調
査
、
調
査
結
果

の
分
析
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十
条
に
規
定

す
る
準
則
に
の
っ
と
っ
て
、
引
き
続
き
、
そ
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
九
号
。
以
下
「
平
成
九
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
九
年
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
平
成
九
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
利
根
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
は
、
平
成
九
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
利
根
川
水
系
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
平
成
九
年
改
正
法
に
よ
る
改

正
後
の
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
利
根
川
水
系
に
係
る
河
川
の
区
間
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
河
川
整
備
計

画
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
八
ツ
場
ダ
ム
は
、
利
根
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
に
お
い
て
利
根
川
の
洪
水
調
節
等

一



の
た
め
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

八
ツ
場
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
事
業
費
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
日
に
作
成

し
た
「
八
ツ
場
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」
（
建
設
省
告
示
第
千
二
百
八
十
四
号
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
約
二
千
百
十
億
円
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十
八
日
に
基
本
計
画
の
変
更
を
行
い
、

約
四
千
六
百
億
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
事
業
費
の
変
更
は
、
水
没
関
係
者
の
生
活
再
建
対
策
の
見
直
し
、
物
価
の
上
昇
、
消
費
税
の
導
入
、
設
計
・
施
工

計
画
の
精
査
等
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
費
用
を
詳
細
に
検
討
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
は
、
約
五
百
六
十
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
八
ツ
場
ダ
ム
の
事
業
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
ダ
ム
技
術
の
専
門
家
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
る
技
術
的
検
討
、
民
間
の
技
術
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る
入
札

契
約
方
式
の
導
入
等
に
よ
り
、
一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
実
績
に
今
後
の
業
務
効
率
化
を
加
味
し
た
費
用
を
計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
事
業
費
の
変
更
に
伴
う
水
道
又
は
工
業
用
水
道
の
料
金
や
こ
れ
ら
の
事
業
の
費
用
対
効
果
へ
の
影
響
に

二



つ
い
て
は
、
各
利
水
者
に
お
い
て
許
容
で
き
る
も
の
と
判
断
し
、
基
本
計
画
の
変
更
に
際
し
て
異
議
が
な
い
旨
回
答
し
た
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

会
計
検
査
院
に
お
い
て
会
計
検
査
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
会
計
検
査
院
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
事
項
で
あ

る
。
会
計
検
査
院
は
、
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
従
来
か
ら
適
時
適
切
に
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
決
算
検

査
報
告
等
で
公
表
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

長
野
原
町
立
第
一
小
学
校
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
た
る
長
野
原
町
が
住
民
の
意
向
も
踏
ま
え
て
最
終
的
に
判

断
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
地
代
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」
土
地
は
、
学
校
用
地
で
は
な
く
、
起
工
承
諾

を
得
て
の
り
面
工
事
等
を
実
施
し
た
箇
所
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
、
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
地
権
者
と

用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
土
地
売
買
契
約
の
締
結
後
、
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

八
ツ
場
ダ
ム
の
建
設
に
伴
う
民
家
、
旅
館
等
の
代
替
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
代
替
地
の
上
部
の
全
渓
流
を
対
象
と
し
て
地

え
ん

質
等
の
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
当
該
渓
流
の
土
砂
流
出
を
抑
制
し
て
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
堰
堤
や

三



堰
堤
下
流
部
の
流
路
工
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
滑
り
に
関
す
る
対
策
と
し
て
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
、

地
質
や
地
滑
り
の
専
門
家
か
ら
な
る
「
八
ツ
場
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
地
盤
安
定
検
討
委
員
会
」
を
設
け
て
、
当
該
代
替
地
を
含

む
八
ツ
場
ダ
ム
貯
水
池
（
以
下
「
貯
水
池
」
と
い
う
。
）
周
辺
の
地
滑
り
や
地
質
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
を
実
施
し
た
結
果
、

当
該
代
替
地
の
う
ち
三
か
所
に
つ
い
て
地
滑
り
対
策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
今
後
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

代
替
地
の
地
滑
り
対
策
等
の
安
全
対
策
の
費
用
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
お
お
む
ね
一
億
八
千
万
円
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

川
原
湯
温
泉
の
源
泉
は
二
か
所
あ
り
、
近
年
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
か
所
の
源
泉
の
流
量
の
合
計
は
、
毎
分
お
お
む
ね
二
百

八
十
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
八
ツ
場
ダ
ム
の
完
成
後
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
二
か
所
の
源
泉
の
う
ち
一
か
所
は

水
没
し
な
い
た
め
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
他
の
一
か
所
に
つ
い
て
は
、
水
没
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
引

き
続
き
源
泉
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
対
策
を
検
討
中
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

八
ツ
場
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
そ
の
基
礎
条
件
が
著
し
く
変
化
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
（
昭

和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
水
源
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
当
該
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
、
産

四



業
基
盤
等
を
整
備
す
る
た
め
、
水
源
地
域
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
当
該
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ま
た
、
関
係
住
民
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
つ
つ
生
活
相
談
員
を
配
置
し

て
対
応
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
増
員
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も
協
議
の
上
、
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

さ
ら
に
、
税
制
上
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
右
の
水
源
地
域
に
立
地
す
る
製
造
業
及
び
旅
館
業
の
用
に
供
す
る
機
械
、

建
物
等
に
係
る
所
得
税
及
び
法
人
税
の
特
別
償
却
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
水
力
発
電
は
、
株
式
会
社
東
京
電
力
（
以
下
「
東
電
」
と
い
う
。
）
が
、
貯
水
池
の
上
流
の
吾
妻
川
及
び
白
砂

川
等
か
ら
最
大
毎
秒
三
十
・
一
四
八
立
方
メ
ー
ト
ル
の
河
川
水
を
取
水
し
、
そ
れ
を
発
電
用
導
水
管
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
八
ツ
場
ダ
ム
に
よ
る
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
並
び
に
水
道
用
水
及
び
工
業
用
水
の
開
発

に
必
要
な
水
量
を
確
保
す
る
た
め
、
東
電
に
対
し
て
減
電
補
償
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
水
力
発
電
に
使
用
さ
れ
て
き
て
い
る
吾

妻
川
及
び
白
砂
川
等
の
河
川
水
の
一
部
を
貯
水
池
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

右
に
述
べ
た
水
量
の
確
保
に
関
し
て
は
、
平
成
四
年
に
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
八
ツ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
か
ら
東
電

五



に
対
し
、
諸
調
査
の
協
力
依
頼
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
継
続
的
に
東
電
と
協
議
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
東
電
に
対
す
る
減
電
補
償
の
額
に
つ
い
て
は
、
「
公
共
事
業
の
施
行
に
伴
う
公
共
補
償
基
準
要
綱
」
（
昭
和
四

十
二
年
二
月
二
十
一
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
い
て
算
出
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
見
込
み
額
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
任
意
に
よ
る
交
渉
を
経
て
契
約
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
個
別
企
業
の
経
営
上
の
問
題
に

か
か
わ
る
も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
数
値
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
事
業
費
の
内
訳
と
し
て
公
表
し
て
い
る
「
特
殊
補
償
」
の
額
に
は
、
東
電
に
対
す
る
減
電
補
償
の
見
込
み
額
も
含

ま
れ
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

八
ツ
場
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
上
流
側
及
び
下
流
側
の
二
つ
の
ダ
ム
サ
イ
ト

の
候
補
地
の
う
ち
上
流
側
の
候
補
地
で
の
ダ
ム
建
設
は
技
術
的
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
文
化
庁
と

協
議
し
た
結
果
、
名
勝
吾
妻
峡
を
保
全
す
る
た
め
に
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
ダ
ム
サ
イ
ト
の
位
置
を
上
流
側
と
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
詳
細
な
地
質
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
堤
体
の
建
設
位
置
を
決
定
し
て
お
り
、
上
流
側
の
ダ
ム
サ
イ
ト
に
関
す
る
技

六



術
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
対
応
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七


